
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作成しまし

たので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和 ２年 ５月１９日 

学校名  社西小学校      

校長氏名 北川 啓子      

 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 狐川のホタルや学校ビオトープについて学習します。 

② 学校で、ごみの分別に努めます。 

③ 地域と連携し、リサイクルや清掃活動に努めます。 

２ 取組内容 

① 環境教育 

 ・ホタルやその生息環境について学習します。 

 ・学校ビオトープの役割について学習し、作業をします。 

② ごみの分別の取り組み 

 ・ごみの分別に取り組みます。 

 ・リサイクルボックスを利用します。 

③ 地域と連携した資源回収・清掃活動 

 ・資源回収に協力します。 

 ・クリーン作戦（ラジオ体操会場の清掃）に取り組みます。 

※特に①、③については、コロナ感染拡大予防のため、３密を避ける工夫をしたり、 

 参加人数を制限したりするなど対策をとって活動に取り組む。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

  ①の環境教育では、地域の自然環境と関わり合いながら生きていることを学び、環境保

全に関心を持ち、大切にしようとする態度を育てる。 

                 （多様性、つながりの尊重） 



様式第２号                                                     （提出日）令和３年２月５日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名 

社西小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

④ ホタルや地域の自然環境について学習します。 

⑤ 学校で、ごみの分別に努めます。 

⑥ 地域と連携し、リサイクルや清掃活動に努めます。 

２ 取組内容 

① 環境教育 

・ホタルの特性や生息環境、いちほまれについて学習しました。 

 

  ・狐川のフィールドワークを行い、水質調査をしました。 

 

 

② ごみの分別の取組 

・ごみの分別に取り組みました。 

 

 

 

 



 

 

③ リサイクル 清掃活動 

・地域の方と協力して、ビオトープの清掃をしました。 

 

  ・７月に資源回収を行いました。３月に２回目を行う予定です。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①について、薬品による実験やフィールドワーク、水質調査を通し、ホタルは水質が悪化し

た河川などでは生息できず、周りの動植物など、ホタルと密接に関わる自然環境に配慮した

生活や生産を心がけなければならないことを身をもって理解することができました。また、

いちほまれは減農薬の品種で、水田の環境浄化に役立ち、ホタルがもどってくる可能性があ

ることも学びました。（相互性、多様性） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 総合的な学習の時間に、狐川など地域の自然環境を調べたり、児童が互いに考えや

意見を発表し合ったりしたことで、地域の自然を大切に守っていこうとする態度が

育ってきています。 

②ごみの分別や資源回収を通して、資源の３Ｒを意識して生活する習慣が身につきつ

つあります。また、地域のみなさんと協力してビオトープや周辺の清掃をすること

で、学校や地域の自然を守っていこうとする態度が養われています。 

【改善点】 

・ＰＴＡとも協力して、学校で取り組む自然環境保護活動を地域の方に広めて、今ま

で以上に地域の環境への意識を高めていきたいです。 

・コロナ禍のため、予定していた活動ができなかったり、制限されたりしたので、感

染防止に努めながら、できる範囲の中でより良い効果が得られるよう工夫していき

たいです。 


